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　2018年３月４日に開催した全国よい仕事研究交流集会2018の分散会では、15の分

散会をつくり、全国のワーカーズコープの実践60本を４つずつにわけ、実践から見え

る「協同労働」によるよい仕事観を深める機会となりました。

　感想文ならびにコメンテーターのコメントを見ると、分散会によって学びの質がまっ

たく違うように感じました。それは実践の進捗度も違い、そこに参加した方の問題意識

も違うことが背景にあります。

　「全国よい仕事研究交流集会2018」の開催目的を振り返ると、「いのちと社会に向き

合う協同労働・よい仕事とはなにか、その深化・発展のプロセスをみんなで考える」で

した。第９分散会コメンテーターの宮崎隆志さんは以下のコメントをしています。

　　�「ビジョンを描くには、独自の言葉が必要である。どの報告でも、以上のような取

り組みの過程で、協同労働として共に働く仲間の中に、深刻な対立や矛盾が噴出し

ていることが紹介されていた。この「困りごと」を、地域社会の矛盾、地域に生き

る人々の矛盾と切り離さずに理解する努力を重ねるときに、全体を把握できる独自

の言葉が必ず獲得されるであろう。自分たちの苦労と喜びを、借り物ではない言葉

で表現するときに、私たちは矛盾に向き合い続けることができる。この集会は、そ

のための基調な場であるが、地域に埋め込まれた協同集会の役割は今後一層大きく

なるであろう。」

　これは「よい仕事とはなにか」を深める意味で、とてもヒントになるコメントである

と感じています。私たちの運動が社会性を帯びるほど、実践から学び、全体として共通

する言葉を獲得し、社会に発信することが必要だと考えています。

　

　今後、「よい仕事観」において考えたいテーマとして「よい仕事の評価基準のあり方」

があります。それは「協同労働の協同組合」が法制化する時代に、よりワーカーズコー

プが社会的に必要となるためには、経済的な視点だけのよい仕事の評価基準だけではな

く、私たちの「労働観」や「地域観」が社会性を帯びるなかで、絶えず「よい仕事観」

が変わりながらも、現段階での「よい仕事とはなにか」を明らかにし、それを地域や社
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会に広く伝える必要があると考えるからです。言い換えれば、自らの実践を評価しなが

ら、協同労働の協同組合のアイデンティティを社会に問うことが協同労働の協同組合の

社会化・地域化につながると考えています。

　協同組合の定義・価値・原則を定める「協同組合のアイデンティティに関するICA（国

際協同組合同盟）声明」（1995年ICAマンチェスター大会）で、「協同組合は、共同で所有

し民主的に管理する事業体を通じ、共通の経済的・社会的・文化的ニーズと願いを満た

すために自発的に手を結んだ人々の自治的な組織である。」と定義しています。そのよ

うに考えると、経済的視点では、原価率・事業高・働く仲間の増加、仕事拡大などの視

点で評価ができますが、社会的・文化的なものをどのように評価するのかが今後、ワー

カーズコープのよい仕事観を研究する意味で必要だと考えています。

　４月号（305号）では、センター事業団の各事業本部事務局長に記していただいた15

分散会での発表事業所の推薦理由とともに、現段階でのよい仕事の評価・基準について

編集部で分析しました。それによると「仲間の変化・成長があった」（42）「地域の声を

聞く取り組み」（33）「団づくり」（29）「事業の質を高めた」（27）「社会連帯による組織づく

り」（26）「就労困難者の受け入れ」（25）が上位を占めました。これは現段階でのワーカー

ズコープにとっての「よい仕事の評価基準」の１つにはなると考えています。それとと

もにこの間、各地で開催しているSDGs（持続可能な開発目標）のワークショップで、経

済・社会・環境をキーワードとして私たちの仕事の意味をまとめる取り組みも、私たち

のよい仕事の評価基準を考える上で１つの大きな尺度になると感じています。

　来年度、ワーカーズコープは、第２層（委託事業・指定管理）の事業から第１層（地域

の支えあい事業・活動）、第３層（地域循環型産業・第一次産業等）へ本格的に挑戦します。

（図１）その意味では、ワーカーズコープの事業・運動の構造的な大転換（パラダイムシ

フト）を迎えます。この動きと「協同労働の協同組合」法制定・施行の動きと重ね合わせ、

協同労働の協同組合運動の社会的なインパクトを質的・量的にも深め、広げていきたい。

その動きをつくる上でも「よい仕事」観を実践から全国の仲間と深め合う「よい仕事研

究交流集会」の学びが、今後のワーカーズコープの事業・運動の原動力になると考えて

います。
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　最後に、コメンテーターの方々より、ワーカーズコープの今後の研究課題や本集会に

ついてのご提案をいただいていますので、紹介します。（本誌内で掲載しています。）

・�コミュニティ・オーガナイジングはコミュニティづくりの方法論・メソッドが体系化

されているので特別な力を持ったリーダーに依存するのではない、働く現場にいる当

事者一人ひとりのリーダーシップを育むので有効だと思います。

・�４点を今後の研究集会の課題としてあげておきたい。①成功事例の報告は目標にはな

るが、他者には参考になりにくいこと。②各報告に対するプロセスの分析が必要であ

ること。③地域の生活・福祉課題の解決に向けた住民との対話の根拠を明らかにする

こと。④法制化を目前にした実践報告では、その労働者性にも視点が求められたこと。

・�既に「仕事」となった活動に対する反応・評価としての「声」だけでなく、生活して

いく上で出てくるさまざまなニーズそのものが「声」の源泉である。その意味で、「声」

図１
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は既存の仕事を持続・充実させていくだけでなく、新たな仕事をつくりだしていく源

泉にもなっていく。日々の活動のなかで、そうした声にどこまで気がつき、応答を交

わしていけるか。

・�ワーカーズが今以上に社会的信頼を得ていくには、ガバナンス問題についての真摯な

議論のさらなる積み重ねが不可欠である。今回、いわば優良とはいえない事例があえ

て報告に取り上げられたことは、ワーカーズの中にガバナンス問題に正面から立ち向

かうエネルギーと課題意識が存在していることを示すものと受け止めたい。こういう

事例を広く議論する伝統を失わない限り、将来は暗くない。よい仕事に加えて、よい

事業体とは何かについても自問しなければならない地平に立ち至っていることに自覚

的であらねばならない。

・�全体の課題の更なる整理と問題解決の実践的指針づくりは急務であると感じた。

・�次年度（全国よい仕事研究交流集会）は、全員参加型の簡単なグループワークを取り入

れることを一考していただけると嬉しい。

・�今の日本労協連および労協センター事業団における「マーケティング戦略」は決して

確立したものにはなっていないため、「よい仕事」を戦略的に拡げることができてい

ないように思います。「よい仕事」を拡げるためのマーケティング戦略をうみだす部

署や組織をつくることが必要なのではないでしょうか。（いぶりがっこなど「ストー

リー性」を生みだすブランド戦略）

　いただいた内容をもとに、今後の研究や来年度の集会づくりに活かしていきたいと思

います。

� （協同総合研究所　事務局長　相良 孝雄）
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